





A Study of a Problem of Aritificial Intelligence on Educational Methods 
form Phenomenological Viewpoint 







はそれを 「判断 ・理解 ・推理の能力」と各々定義した






















Eワロンによって 「場面の知能j (Wallon， 1942= 

















































































































































て，人工知能の合理主義的伝統は. i形式部分の純化に ことは不可避なことであり，かつまたそれを媒介と しな





ち「事実としての人工知能Jのみに還元することは不可 というよりも. 1で示唆したように，知能 (人工知能)
能になる。それでは一体，人工知能研究にそれ以外の如 についての把握仕方の根本的な梅途 一 合理主義的伝
何なる側面があると言うのか。思うに，人工知能研究は， 統の立場を擁護するか否定するか，というように表現可








なる。 言い換えると， “人間の知能"は“人工の知能" の板本的な差異に見出される。つまり，科学的な実証研
によって理論的に解明しなければならなL、。しかも，人 究のように，知能と行動とを切り離して，すなわち知能
聞の知能とは，現段階で開発 ・実現された人工知能では を日常行動の状況 ・文脈と分離して，知能それ自体を対
ない何か (x)という未知なるものであり，かつまたそ 象(モノ)として捉える立場と，知能と行為を不可分の
うした 「否定的な記述」によ って規定され続けるところ ものとして.すなわち知能を日常，行動するという具体
のものなのである。この意味において. (知能を含めて) 的な状況 ・文脈において捉える立場である。前者の場合，





















































































































































1. 知能の判断ゲームと してのチューリング ・
テストとその諸相
A. M チューリングは. i計算機械と知能」と いう










































































































































たとすれば ーー ただ，可能であればのことだが ， る自然言語処理の複雑さが認識されてくるのが現状であ
会話記録にみられるように，臨床家然とした応答振りを る)。記録にあるように 〔木村友衛， 1991 ; 63-64)， 
発障できたかどうかは疑問である。 H ガーフィンケル イライザは機械仕掛けの気の利いたオウムに過ぎなし、。
が会話分析を通じて解明しているように (Garfinkel，
1967 ; 42-43)，相手の言葉を反復したり，その意味を I Cc=子ども 1=イライザ女史を意味する)
問い直していくと，円滑な会話が断ち切られてしまうが Ic:おなかがすいたなあワ
イライサ、ではそのことが逆利用されることによって機械 I 1 オナカガスイタナ7，トハドウイコトデスカ。
でも人間と同等の応答ができるということが実証されて Ic ごはんがたべたいよ。
いる。ワイゼンパウムは，技術的にみて人間との会話が I 1 コー ハンガ食ベタイヨデスッテ，モット詳シク症状ヲ税
構成しやすい，あるいは機械であることが見破りにくい I 明シテクダサイ。
という理由をもってイライザを巧みに精神科医に仕立て I c:あなたほんとに日本人なの。
あげたのであるが，実際に，それは普通の精神科医のイ I 1 私ガホントニ日本人ナノデスッテ。
メージに適合した，非指示的で包容的な応答振りを実現 I c:とほけないで。
することになった。 I1 トボケル yテ， ドウイウ意味デス力。
繰り返すと， ここで重要なのは，会話者がイライザの I c:ほんじつはせいてんなり。
モノローグに黙って耳を傾けているのではなし自分自 I 1 他ニ例ヲアゲテクダサイ。
身もまた“彼女"と会話を行うという社会的相互行為の Ic きのうもせいてんなり。
なかに入り込んでいるということである。つまり，会話 Ic ソレガ，私カ"日本人テ'7)レカトイウ質問トドンナ関連















































































































































































































次の通りである (Searl.1981=1984; 178-222)。 か，それとも反=コンピ A ータか)という，ハムレ yト



























たく同じようなパフォ ーマンスを示すことができるに過 I T，:例えばこの三角形，正三角形のつもりで先生書いた
ぎないのである。 I んですけど.これは，この三角形は 3ったすとどう
ここで重要なのは.知能をチューリング ・テストと同 | なりますか?3つの角をたすと何度になりますか。
じく，関係論的に把握し得た，すなわち部屋の外部にい I p，: [多くが挙手〕
る人からは内部にいる人が中国語を理解しているように I T，: (少し間を置いて〕これE三角形.忘れちゃ った人
恩われる (あるいは判断される)からといって，そのこ | もいるかな。ええと.トシマツだっけ。
とが，内部の人の知能の実体論的所有を意味するわけで I p， : 3つの正三角形の角は全部たすと180.。























































































例えば，教師が聞を置くと，生徒たちはそれを思考する れる)。 いわば，それはチューリング ・テス トのイミテ一
時間と解釈し“黙って考え"，そして教師から答えの指 ション・ゲームならぬ，“当てっこゲーム"にほかな ら
示があったときに初めて，答える(あるいは，分からな ない。そして，学校的知性は，教師と生徒との社会的相
いという素振りをする)といったパフォーマンスを行っ 互作用による協働作業 一一 “当てっこゲーム"という





がこの教室での流儀だと心得ているJ (佐伯枠. 1987; て，知識を，それが活用される状況 ・文脈と切り離し，
159)のであり. iそのような 『教室文化』のハ ピトス 「頭のなかJの表象を通じて 「内部Jにあるものとみな
のなかで，子供たちは知識や技能を 『答えづくりJマナー す見方は特に 「表象主義的知識観JC佐々木正人.1990; 
として. r教室文化J，こなじむ 『やり方』として，いわ 12/ et.al.Jと呼ばれる。それは「脱状況化した記号棟






にして授業をやっています。子どもが授業の中心です』 という意味で.Pフレイレが述べる 「銀行型教育J (F 





























































































の形式でなければならない。J(Mehan， 1974; 88-89) 
メーハンはこの期待を， i完全な解答の報告J (ibid.) 
と呼ぶが，この場合，それは子どもが吋hetriangle 








Sw : AII right. where is the orange worm. Do 
00・Rightthere 
Sw : Ok. tel me where he is 
00 : U nder the grass 
















Sw: Ri，where is凶elitle時ω? I による，現実を無視した答えを見逃している。というの
Where isthe seed ? I も.それらは文法的にまったく正しいものであり，なお
Ri : Under the gra思 | かっ教師は文法的な正しさに囚われているからである。
S w : Can you say that in a sentence ? I この場合，それらは 「完全な解答の報告」を満たしてい
The seed is under the grass ? I る。
Ri: The田伺 isunder the gra由記ed. I かくして，教踊は頭のなかに表象した 「完全な解答」
という基準をレッスンの間，不変なものとみなしている
まず，教師はRiという子どもに箪の下に種を描かせて にもかかわらず，彼は個々の子どもと対面していく状況















(ibid. ; 93)。 感とは，社会的世界の相貌が状況にその場その場で変わ
ろうとも，場の成員はその事物・出来事 ・行為について
Sw: Ci， wher唱団 thered flower ? I 恒常性の感覚を形成し，維持することを指している。」
C i :The red flower is under the tr帥 (Leiter，1980=1987; 102) 




















































ものとして， これらの会話にひかれたJ (鳥山敏子， 19 て，人工知能の合理主義的伝統が見出される。
85 ; 32)と言う箇所である。つまり，この言葉から分か (4)その合理主義的伝統は，知能を自律的存在としての
るように， i彼女は，デカルト的伝統から うまく逃れて 知能の実現をめざすものであるが，それは同時に合









と結びつけているのである。彼女の試みが 「書かれたテ 界内存在Jとみなすものとなる。そして， こうした
クストを読むという，おそらくは従順な身体を作り出す 人間理解は，心を，世界に内属する他の存在者同士
ための近代の副1育の実践J(向上;91)を克服していく の聞で構成されるコトと捉える心身観を生み出す。






























































































尼ヶ崎彬 1988 i序論/舞踊美学の現在J (尼ヶ崎
彬編 『芸術としての身体J.劾草書房. 1-
38. ) 
有本典文 1991 i教室におけるチューリング ・テス
トJ(r現代思想JVo1.l9-6，青土社.157-
165.) 
Boden.M. 1977 Artificial Intelligence and Nat 
ura1 Man. Harvester Press 
第38巻.283-302頁.)









Dreyfus. H.L..Dreyfus.S.E. ( r現代思想J19巻6号，青土社.40-56.) 
1986 Mind over Machine ; The Power 佐々木正人 1990 i概観J (橋口 ・小嶋 ・無藤他 f児
of Human Intuition and Expertise 童心理学の進歩(1990年版)1.金子書房，
in the Era of the Computer， The 2 -23.) 
Free Press 
Freire.P. 1970 Pedagogia do Oprimido.Charle 
s E.Tutlle Co. (P・フレイレ，小沢有
作訳 『被抑圧社の教育学1.更紀書房.19 
79年.) 
Searl. J. 1981 Mind.Brain.Program，in Hofsta 
dter，D.R.，Dennett，D.C.;The Mind's 1; 
Fantasie and Reflections on Self an 
d Sou1，Basic Books. (D • R・ホフス
タッター/D・C・ダネット編，坂本百大
Garfinkel，H. 1967 Studies in Ethnomethodolo 監訳 r<インズ ・アイ(下)J • TBSブ
gy，Prentice-Hall リタニカ.1984年.178-222.) 
Heidegger，M. 1976 Sein und Zeit(Gesamtausg Simons，G.L. 1984 Introducing Artificial Intel 
abe.Bd.2)， V.Klostermann 
廃松 渉 1975 r事的世界観への前哨一物象化論の
認識論的=存在論的位相一J，動車書房.













Mehan，H. 1974 Accomplishing classroom lesso 
igence，John Wiley & Sons. (G・L• 
サイモンズ，田村 ・佐藤訳「人工知能ーそ
の限界と挑戦一1.近代科学社， 1986年.) 
鳥山敏子 1985 rからだが変わる 授業が変わるJ，
晩成書房.
Turing，A.M. 1981 Expert from "Computing 
Machinery and lntelligence" ，in Hofs 
tadter ，D. R. ，Dennett，DφC.;The Mind' 
s 1 ; Fantasie and Reflections on Se 
lf and Soul，Basic Books. (D • R・ホ
フスタッター/D・C・ダネット編，坂本
百大監訳『マインズ ・アイ(上)J ， TB 
Sプリタニカ， 1984年， 70-93.) 
Wallon，E. 1942 De L'acte a la Pensee，Flamm 
arion. (A・ワロン，滝沢武久訳 『認識
過程の心理学1.大月書庖， 1962年.) 
Weizenbaum，J. 1976 Computer Power and Hu 
nS，in Cicourel，A.V. etal.;Languageu man Reason，W.H.Freeman and Co 
se and school performance，Academic mpany. (J・ワイゼンパウム，秋葉忠利
Press，pp.88-89 訳 『コンビュータ・パワーーその驚異と管
中井孝章 1991 iカリキュラムにおける言語観の再 威 1. サイマル出版会， 1979年.) 
検討一技芸としての言語行為とその展開通 Whitehead，A. 1929 Process and Reality，Macm 
程一 J( r大阪市立大学生活科学部紀要J illan (A・ホ ワイトヘッド，山本誠作訳
(17 ) 
-306一 人間福祉学
『過程と実在J. 松簸社. 1979年.) タイン全集8 哲学探究J.大修館書庖.
Winograd. T .Flores，F 


















Generally， in psychologica1 viewpoint， intelligence is regarded as a disposition belong to a existe 
nce. This outlook in intelligenc巴 iscalled “substantial grasp in inteligence". However，it is nothing 
but a peculiar outlook supposing the newest scientific result(the newest intellience test et al.) .Accor 
dingly，it is understood that from a usual viewpoint， intelligence displays in a relation with the oth 
er existence. This understanding called “relative grasp in intelligence". is in common with educati 
on dealing with intelligence in relation with children. 
In short. in this paper it is discussed about an aspect of intelligence that displays(occurs)in relati 
on between a teacher and children through the good offices of “Turing test"， a type of relative gra 
sp in intelligence 
According to the above-mentioned matter. a specific outlook of intelligence which schooling makes 
in an usual educational practice， is being far removed from an usual understanding about intelige 
nce， and the ground hatching it out is being held on a specific lookout of intelligence， "Representa 
tiona1 outlook of intelligence" 
The contents are as follows. 
1 Preface 
1 The essence of a problem of artificial intelligence-An outlook on a view of intelligence in rela 
tivity 
1 An artificial intelligence as a fact and an artificial intelligence as a question 
2 The substantial grasp and a relative grasp in intelligence-As a radical difference according 
to an attitude toward a world 
m Turing test as a judgment game of intelligence and its aspect 
IV Turing test in schooling and its development-Beyond a representational outlook of intelligence 
1 Language game of school 
2 Sence of social structure in a guidance 
V Conclution 
(18 ) 
